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紹 介

申 恵宇著『人権条約の現代的展開j 宇都宮大学教授今井 直 101

村瀬信也編 f国連安保理の機能変化j 専修大学教授森川幸一 106

田村精一著『国際私法及び親族法j 関 西 学 院 大 学 教 授 岡 野 祐 子 111

松浦博司著 f国連安全保障理事会j 敬愛大学教授庄司真理子 116

大竹弘二著 f正戦と内戦
カール・シュミットの国際秩序思想j 関西大学法学部准教授西 平等 121

国際法学会



明
治
お
年
2
月
U
日
創
刊

平
成
お
年
8
月
日
目
印
刷

平
成
お
年
8
月
初
日
発
行
(
年
4
回
発
行
)

第 110巻第2号 2011年 8月

論説

国際法上の海賊 (PiracyJ ure Gentium) 
一一国連海洋法条約における

海賊行為概念の妥当性と限界一一 法政大学教授森田章夫
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